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 人の移動の代表的事例のである華僑華人は、 8 割以上がアセアン地域に集住するが、彼
らの言語文化、特に民族語・華語（中国語）の創作表現と関連史資料のうち、特に一次資
料を、世界的な当該資料集積地であるシンガポールの研究機関、文書館で総合的に把握す
ることができた。  
 東南アジアの中でも資料収集の規模と利用環境の良さで群を抜くシンガポールだが、最
近の資料については、東南アジア華人の最高学府だった南洋大学を継承する南洋理工大で
所属研究者として、20 世紀を中心としたシンガポール独立前後の資料については、シンガ
ポール国立大学、国立図書館、国立公文書館などに閲覧利用者として通い、収集を行った。 
 シンガポールは地政的、設備的にアセアンのハブであり、任地大学から国境までわず
か 20 分の距離である。こうしたアクセスの良さを、ヨーロッパにおけるイギリスに擬
する向きもあるが、申請者の過去 20 年間の東南アジア華人研究の成果と人脈を踏まえ、
シンガポール、マレーシアを中心に、 20 世紀以降の Sinophone Literature である「馬
華文学」研究について、しばしば近隣の大学、学会、研究会に招聘され、国際的な議論
が実現できた。国際会議によっては、パネリストが全員違う地域からで、このテーマの
グローバルな研究動向や、既存テーマの位置付けが有益な情報収集、理解ができた。  
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 こうした国際的な議論の場で得られた視座と一次資料を手元で確認し、これまでに整
理、研究して来た自らの業績も含む先行研究と参照し、端的に「三年八ヶ月」とも呼ばれ
る日本軍政期（ 1942-1945）、および戦直後期研究を中心に、先行研究の批判と研究事情の
確認および解釈を進めた。さらに、世界文学の研究において、ポストコロニアル文学の後
の大きなトピックの一つになりつつある "Sinophone Literature "の意味と意義について、
把握することができた。  
 以上のように、当該研究分野を精緻化し、より魅力的な学問分野の構築に向け、図書館
蔵書状況から本学独自とも言えるアジアのポストコロニアル文学研究、および人の移動研
究としての交流文学研究進めることができた。  
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